
お 知 ら せ
記者発表資料 平成２２年７月２０日

配 布 日 時 １７：３０（第３報）

同時発表先：広島合同庁舎記者クラブ

広島県政記者クラブ

中国地方建設記者クラブ

中国地方整備局ＴＥＣ-ＦＯＲＣＥを追加派遣します。

庄原市の土砂災害に対する斜面・渓流の危険度調査を実施するた

め『中国地方整備局ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ』を追加派遣します。

中国地方整備局の対応状況の詳細は、別紙のとおりです。

（平成２２年 ７月２０日 １７時００分 現在 ）

中国地方整備局ホームページにおいて、河川の災害状況、

道路の規制情報等の「防災情報」を発信しています。

http://www.cgr.mlit.go.jp

＜問い合わせ先＞

中国地方整備局 ０８２－２２１－９２３１（代表 ： 平日・昼間））（

【ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ関係】

企画部 環境調整官 秋 山 良 壮（ ： 休日・夜間）090-4570-0034）（
あ き や ま りょうそう

【土砂災害・現地報道対応】

河川部 河川調査官 板 屋 英 治（ ）090-1686-8495
い た や え い じ

【広報担当窓口】

広報広聴対策官 安 田 博 信（内線２１１７）
や す だ ひ ろ の ぶ

（ ： 休日・夜間）090-1016-0565）（



別 紙
平成２２年７月２０日 １７時００分現在

１．目 的

土砂災害に対する斜面・渓流の危険度調査

２．期 間

平成２２年７月２１日（水）～２２日（木）の２日間

（※天候によっては、変更の可能性があります）

３．調査地区

庄原市の大戸地区（西 城 、篠堂地区、大津恵地区、上重行地区を予定）
お お と さいじょう しのどう お お つ え かみしげゆき

４．メンバー

■中国地方整備局ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ

河川部

河川調査官 板屋 英治（いたや えいじ）

建設専門官 横林 直樹（よこばやし なおき）

太田川河川事務所

調査設計第二課長 松下 一樹（まつした かずき）

岡山河川事務所

管理第一課 専門官 松本 倫明（まつもと みちあき）

三次河川国道事務所

品質確保課 技術審査係長 細木 修 （ほそぎ おさむ）

【総勢 ５名】

■広島県

３名

■砂防ボランティア広島県協会

８名

■調査会社

９名

５．その他

現地の同行取材は可能ですが、取材に当たっては調査の支障とならないようお

願いします。

なお、現地の詳細状況については、 へ確認願います。現地報道対応の板屋
い た や



【参 考】

緊急災害対策派遣隊（ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ）とは

■目 的

ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥとは、大規模自然災害が発生し、又は発生するおそれが

ある場合において、被災地方公共団体等が行う、被災状況の迅速な把握、被害

の発生及び拡大の防止、被災地の早期復旧その他災害応急対策に対する技術的

な支援を円滑かつ迅速に実施することを目的としたものです。

■主な任務

被災地方公共団体等が行う災害応急対策に対する技術的な支援を行います。

①被災状況の迅速な把握

②被害の発生及び拡大の防止

③被災地の早期復旧


